
令和２年度の事業実施状況（荒尾市・荒尾市観光協会実施分一部抜粋）

●宿泊支援事業「あらおに“Go ばい！”キャンペーン」 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により荒尾市へ観光客が激減し、地域

経済にも深刻な影響が及ぶ中、荒尾市への旅行意欲を喚起し、宿泊者数の増

加を図ることで、市内事業者の経営安定化に寄与するとともに、地域経済の回復

に繋げることを目的に、市内宿泊施設で使える 3,000 円分のチケットを 500 円で

販売する宿泊支援事業を実施した。 

チケット販売開始直後に「令和 2 年 7 月豪雨」が発生するなど、好調な滑り出

しとはならなかったが、福岡市を中心にメディアや駅などでプロモーションを行い、販売

を伸ばすことができた。 

その後、長洲町において新型コロナウイルスのクラスターが発生してしまったことなど

により熊本県のリスクレベルが引き上げられたこともあり、2,476 枚を販売したところ

で、事業終了となった。 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 7 月 7 日 熊日新聞 

令和 2 年 7 月 9 日 有明新報 

宿泊チケット販売実績 
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●市内周遊促進事業「あらお周遊スタンプラリー」 

市内の周遊観光の促進により、各観光施設の来訪者数増加を図るとともに、

滞在時間の延長による観光消費額の増加を図ることを目的に、「万田坑」や

「荒尾干潟」、「宮崎兄弟の生家」など、市内の観光施設を周遊させるスタンプラ

リーを開催している。参加賞として、世界文化遺産登録 5 周年記念「万田坑オ

リジナルタンブラー」を作成し、配付している。今回は、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大の影響に鑑み、主な誘客エリアを市内及び定住自立圏域内として、

プロモーションを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「まるごとあらお物産館オンラインショップ」オープン 

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、通信販売の利用が一層

拡大していく中、ニーズに合わせた販売方法を整備することで、市内の特産品等

の販売促進を図るため、「まるごとあらお物産館オンラインショップ」を開設した。 

オープニングキャンペーンとして「送料無料」や「購入者限定の抽選による賞品

プレゼント」などを実施し利用促進を図っており、関東地方や関西地方からも注

文が入るなど、徐々に売上げを伸ばしている。 

 

 

 
令和 2 年 8 月 22 日 有明新報 令和 2 年 8 月 29 日 熊日新聞 

令和 2 年 8 月 4 日 有明新報 



●荒尾干潟でテーラー乗車体験 

ラムサール条約湿地の荒尾干潟を活用した荒尾市ならではの体験プログラム「テ

ーラー乗車体験」を開催した。2 年間の検討・実証を経て今年度から本格導入し

たプログラムであり、3 日間の開催で、親子連れを中心に市内外から約 60 人の方

に参加いただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●インバウンド向けオンラインツアー 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により訪日外国人が激減する中、

収束後を見据えた誘客の取組みとして、中国の旅行会社に向けたオンラインツアー

を実施した。今回は、中国の方からの関心も高い「宮崎兄弟の生家」や「荒尾干

潟でのテーラー乗車体験」を中心にコースを設定し、中国人キャスターに紹介しても

らう様子を中国に向けて生配信した。 

 当日は、浅田市長も出演し、中国語を交えながらトップセールスを行った。また、

荒尾市応援隊長の西村赤音氏も出演し、PR を行った。延べ 7,000 人ほどの視

聴があり、新しいプロモーションの方法として一定の成果を得たところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 2 年 10 月 1 日 熊日新聞 

令和 2 年 10 月 2 日 有明新報 

令和 2 年 8 月 31 日 有明新報 

令和 2 年 8 月 30 日 

熊日新聞 



●バーチャル旅行者向け動画プロモーション 

コロナ禍で自由な旅行が制限される中、動画やオンラインゲームを通じて旅行を

疑似体験する「バーチャル旅行」が注目されてきており、動画などのツールを活用し

てインターネット上で魅力を発信することが重要になってきている。 

そこで、荒尾市の魅力を動画にまとめ、動画共有サイトなどを含めてプロモーショ

ンを行うことで、コロナ収束後の誘客やオンラインを含めた物産振興につなげる。3

月に動画完成、放映予定。 

 

 

 

●荒尾干潟でのウォーキングコース整備 

荒尾市の「荒尾干潟」と長洲町の「金魚」というそれぞれの保有する資源の魅力

を発信するため、両市町・関係民間事業者と連携して取組みを検討しており、今

年度、「荒尾干潟水鳥・湿地センター」と「金魚と鯉の郷広場」を結ぶウォーキングロ

ードを整備する。 

ウォーキングコース案内板や水飲み場を設置するとともに、ウォーキングマップを作

製する予定。 


